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 人にはそれぞれの体質があり、その人に合わせた栄養を提供して、すべての人が健康でウェル

ビーイングを享受し、健やかな健康長寿社会を実現するために必要なのがプレシジョン栄養学で

ある。最新の網羅的なオミックス解析などのビッグデータを情報通信技術、AI が個人対応させて、

健康というアウトカムに向けて栄養を届けてくれるものである。つまり、体質というデータが牽

引するデータ駆動型個別化栄養がプレシジョン栄養学である。プレシジョン栄養学は、かかりつ

けの栄養士、管理栄養士のようなものであり、カーナビのようにいつでも修正して寄り添ってく

れるシステムである。プレシジョン栄養学では、個人の体質を見える化して、健康食を提供して、

実際に食べたものを評価して、次に新たな食事を提案して、無理のない行動変容によって健康へ

導く、「プレシジョン栄養学実践サイクル」を回すものである。 

 ヒトの個人差は非常に大きい。個人差はどこから来るのだろうか。ゲノム情報に加え、エピゲ

ノム、メタボローム、マイクロバイオームを含む網羅的なオミックス解析により、かなり個人差

を絞り込めると考えられるようになった。すでに行われている定期健康診断のデータは、個人の

状態を調べる重要な情報である。健診データだけでも、AIにより将来の疾患が推測できることも

わかってきた。私たちは、健診データにより「日本人の食事摂取基準」を個人対応させる「N 式

パーソナル食事摂取基準」を開発した。また、睡眠や代謝、体温などの概日リズムや呼吸、心拍

などの生体リズムの総体のリズモーム（Rhythmome）のデータを使用して非侵襲的に個別化で

きると考えられる。多くのリズムはすでに臨床現場で使われており、特に概日リズムは、脂質代

謝を制御しているため、不規則な概日リズムは脂質代謝異常と関係している。 

予防医療を担うプレシジョン栄養学では、コストが大きな問題となる。ウエアラブルデバイス

は、コストが低いためプレシジョン栄養学には重要なデータ資源である。私たちは、時間栄養学

の知見を生かして、体内時計を見える化するスマホアプリ（「時間栄養学時計」）を作成してきた。

さらに、アプリの継続使用を目指して、デジタルツイン戦略を使って自身のアバターを利用する

ゲーム性を加えたスマホアプリ「ユーリズミック・ツイン」も作成した。 

人の体質上により特定した後は、その人になった健康食を提供する「介入システム」が課題と

なる。この部分が最も遅れている。未病の人にとって何を食べるかは自由であり、美味しさなど

嗜好性を考慮しなくてはならず多様性も非常に大きい。「N 式パーソナル食事摂取基準」による

最適化された食事を提案するシステムとして、AI の LLM（カスタム GPT など）を使うメニュー

提案の可能性を検討している。また、健康食を提案しても多くの人はそのまま食べるとは限らな

い。それを常に修正しながら寄り添うシステムが「評価システム」である。「評価システム」は

すでに多くの会社がサービスを提供している。食事を撮影して AI が解析したり、スーパーでの

買い物リストから、どのような栄養素をとったかを推測している。私たちも音声認識を使った食

事評価「リアルタイム dFFQ」を作り、嗜好性なども考慮に入れた健康食提供システムにつなげ

ようとしている。これらすべてが上手く回ることによって、「プレシジョン栄養学実践サイクル」

ができる。 



 プレシジョン栄養学を社会実装させていくためにはさらに大きなシステムが必要になる。異な

る多くの業界が、個人情報を保護しつつ体質情報や嗜好性、行動情報を共有できる「プレシジョ

ン栄養学デジタルプラットフォーム」ができれば、緩やかに連携することにより実現できると考

えている。すべての人が、栄養学の知識がなくても、健康食の提供を受けることによって、健康

寿命の延伸だけでなく、健康な長寿社会が期待できる。 
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